
平成２１年度第１回富山市入札監視委員会の概要 

開催日時・場所 平成２１年７月２３日（木）午前９時３０分から１１時３０分 
富山市役所第４委員会室 

委           員 
（委員数５名）  
出 席 ５名  

 
欠 席 ０名  

委員長  米  田  政  明  （富山工業高等専門学校校長） 
委  員  新  畑      彬  （大沢野地域審議会委員） 
委  員  尾  畑  納  子  （富山国際大学地域学部教授） 
委  員  島 谷 武 志 （弁護士） 
委  員  橋  本      邁  （税理士） 

次           第 １  開会 
２  富山市の入札・契約手続の運用状況について 
 ・富山市の建設工事等の入札・契約制度について 
 ・入札・契約事務の改善について 
 ・入札・契約別の発注工事及び落札率について 
 ・指名停止の運用状況について 
３  審議対象工事の抽出について 
４  抽出工事の審議 
５  審議結果のまとめ 
６  閉会 

対 象 期 間 平成２０年１０月１日から平成２１年３月３１日まで 
抽 出 工 事 
（落札率） 

１０件（対象工事件数６６５件） 
①  一般競争入札（３件） 
・水橋消防署移転改築主体工事（95.95%） 
・水道施設監視システム整備（その２）工事（85.16%）  
・富山公共下水道浜黒崎浄化センター水処理施設更新機械設備工事（68.50%）  
②  指名競争入札（６件） 
 ・流域関連富山特定環境保全公共下水道野口北部地区舗装復旧（その１）工事（97.29％）  
  ・水橋漁港西護岸ブロック製作工事（96.94%） 
  ・山室第２土地区画整理事業区画道路６－２６号線外道路築造（その２）工事（98.47%） 
  ・下野新線道路改良工事（98.60%） 
  ・県単独森林整備事業林道祖父岳線改良工事（99.44％） 
  ・新駅西側歩道整備工事（90.00％） 
  ③  随意契約（１件） 
    ・市道楡原宮の前線側溝改良工事（99.46%） 

審 議 の 概 要 別紙のとおり 
委 員 会 の 意 見 平成２０年度下半期分の富山市発注の建設工事に係る入札・契約に

ついては、概ね適正に行われていたと判断する。 
 
 
 
 



別  紙 
意 見 ・ 質 問 回 答 

①中間前払金制度の対象となる工事

は。 
①契約金額が２００万円以上の工事を

対象としている。 

②調査基準価格の見直しにより、今後

より多くの案件が低入札価格調査の

対象となるが、審査も厳格にしてい

く必要がある。 

 

③一般競争入札の入札参加資格基準の

改正により、土木のＢ・Ｃランクの

参加できる金額帯が狭まっている。 

③過去の発注実績を勘案した金額帯の

設定となっている。 

④「水道施設監視システム整備（その

２）工事」の入札で、最低価格の入

札者は予定価格の５４％強で入札し

ているが、何か安価で入札できる理

由があるのか。 

④電気工事は工事費に対する工場製品

の割合が大きいものが多く、製品を

安く仕入れることができれば、安価

で施工できるものと思われる。 

⑤失格基準により失格となった業者

は、自分たちが落札とならずに次順

位の入札者が落札になったことは認

識しているのか。 

⑤失格基準により失格となった業者に

はその旨の通知をしている。 

⑥「富山公共下水道浜黒崎浄化センタ

ー水処理施設更新機械設備工事」を

４社ＪＶで施工する理由とは。 

⑥４社ＪＶでの施工は発注基準に準じ

たものであるが、できるだけ幅広く

業者に受注の機会を与えて、経験を

積んでもらうという意味もある。 
⑦「富山公共下水道浜黒崎浄化センタ

ー水処理施設更新機械設備工事」の

落札者の構成員の出資比率は。 

⑦出資比率は５５・１５・１５・１５。 

⑧「下野新線道路改良工事」で地理的

条件を考慮しての指名だが、実績は

考慮されていないのか。 

⑧本工事の対象である土木のＢ・Ｃラ

ンクの業者については、すべて実績

を持っているため、地理的条件のみ

を考慮して指名した。 
 


